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＜取組概要＞ 

• ｢食品ロスに新たな価値を｣という企業理念の下，食品廃棄物を有効活用す
るリキッド発酵飼料（リキッド・エコフィード）を産学官連携で開発し，
廃棄物処理業と飼料製造業の２つの側面を持つ新たなビジネスモデルを実
現。 

• 国内で生じる食品残さから良質な飼料を製造し，輸入飼料の代替とするこ

とで，飼料自給率の向上と共に，穀物相場に影響を受けにくい畜産経営を

支援し，食料安全保障に貢献。 

• 同社の飼料を一定割合以上用いて飼養された豚肉をブランド化し，養豚事

業者や製造業，小売り，消費者を巻き込んだ継続性のある｢リサイクル

ループ（循環型社会）｣を構築。 

SDGs実施指針における実施原則（アワード評価基準） 

普遍性 
食品廃棄物を有効活用するリキッド飼料化事業は国内外における
食品ロス対策のロールモデルとなり得る。 

包摂性 
社内において障がい者，高齢者人材雇用等幅広い人材の参画に努
めている。 

参画型 
多くのステークホルダーと協働して継続性のある「リサイクル
ループ」を構築している。 

統合性 
廃棄物処理業と飼料製造業の両面をもつことから，小売や外食といっ
た他業種をはじめ多様なステークホルダーの結節点となっている。 

透明性と 

説明責任 

行政や排出事業者の視察に積極的に応じるほか，飼料の品質は定
期的に第三者機関で検査を行い，開示している。 


